
Pi-STAR 欲張り仕様 なんでも 

 
 

D-star⇒D-star 機     

Fusion⇒Yaesu 機 

 

DMR,NXDN クロスモード⇒DMR 機 

 



Pi-starはできるだけ最新バージョンを準備する。 

Pi-star Upgrade 

 

MMDVM の Mode を選び Apply Changes押す 

 

 

各 Mode の設定 

D-starの設定 



 

DMR 設定 

DMRGateway 選択 

セキュリティーを入力（事前に BM登録する） 

Apply Changesを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



DMR Plus の設定 

 

Option の設定 

これをコピペする 

Options=StartRef=4000;RelinkTime=60;UserLink=1;CQWW=1;TS1_1=4900;TS1_2=440;TS1_3=441;T

S1_4=0;TS1_5=0;TS2_1=0;TS2_2=0;TS2_3=0;TS2_4=0;TS2_5=0; 

 

DMR+option 説明 

StartRef= 4xxx → 目的の StartReflector (4000 → StartReflector なし) 

RelinkTime= StartReflector が再接続されるまでの時間 (分単位) (ユーザーがリフレクターを手

動で変更した後) 

UserLink= ユーザーはリフレクターを切り替えられません (0) / ユーザーはリフレクターを切り

替えることができます (1) 

CQWW= CQWW Funktion オプトアウト/オプトイン (0/1) 

TS1_1= タイムスロット 1で最初に静的に予約されたトークグループ TS1_2= タイムスロット 1

で 2番目に静的に予約されたグループ 

 TS1_9= タイムスロット 1で 9番目に静的に予約されたトークグループ TS2_1= タイムスロッ

ト 2で最初に静的に予約されたグループ  

TS2_2= タイムスロット 2で 2番目に静的に予約されたグループ TS2_9=タイムスロット 2で 9

回目の静的に予約されたトークグループ  

正しい構文と、各パラメータの間には行末にセミコロン(;)が必要であることに注意してくださ

い。 

TSx_x=を使用しない場合は、「0」を入力してください。 例:TS2_2=0; 

タイムスロット 1では最大 9つの静的トークグループ、タイムスロット 2では 9つのトークグル

ープ、およびスタートリフレクターを同時に設定できます。 

 

 

 



Yaesu NXDNスタートアップご自由に 

 

 

Apply Changes押す 

 

Expert Editors から DMRGateway 設定（TGIF） 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

追加内容は以下です。 

 

[DMR Network 4] 

Enabled=1 

Name=TGIF_Network 

Id=XXXXXXXYY（ここは DMR ID） 

Address=tgif.network 

Password=passw0rd 

Port=62031 

Local=62034 

TGRewrite=2,500001,2,1,99999 

Location=0 

Debug=0 

 

Apply Changes押す 

RIGの設定 

TG:5+TG番号 5 桁で TGIF へ繋がります。 

TGIF は無線機側で 500000+TG番号を送信します。 



例えば日本語 TGの 8144 だと 508144 で送信すると TGIF の 8144 へ送信されま

す。 

NXDN は TG+7000000  クロスモードで NXDN につながります 

  TG7000712 NXDN Japan 

 

 

IPSC2 は TG+80000 IPSC2につながります 

  TG84900 IPSC2－JAPAN 接続 交信するときは TG８ 

 

 

 

 



Yaesuk機で Wirres-X操作要領で接続できます。 

 

 

D-star  XLX 

 
 

1 台の HOT SPOT  Pi-star でお楽しみください。 
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